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は　じ　め　に

　高齢化が進む中、生活習慣病の予防や介護予防などにより、健康で自立した生活をでき

るだけ長く送っていただくこと、即ち「健康寿命」を延ばすことが、大変重要になってい

ます。

　県では、「健康寿命」の延伸を目的として策定した「いしかわ健康フロンティア戦略」

に基づき、様々な取り組みを進めています。

　とりわけ、30 ～ 50 歳代の働きざかり世代は、生活習慣病の発症が増加する年代であり、

健康づくりを推進するためには、企業等と連携した取り組みが極めて大切です。

　このため、石川県では、働きざかり世代の健康づくりを推進するため「働く世代の健康

応援事業」を実施し、従業員の健康づくりに優れた取り組みを行っている企業を表彰する

とともに、応援企業が創意工夫を凝らした取り組みを広く県内企業に知っていただくため

に、事例集を作成しております。

　各企業等において、実情に応じた健康づくりの推進や職場環境の整備のために、参考に

していただければ幸いです。

　

〔平成24年度　健康づくり優良企業表彰〕

平成25年２月26日
石川県庁特別会議室
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　健診後の精密検査受診勧奨とフォローの徹底

　糖尿病管理・肝炎対策の実施

◆ 二次検診受診勧奨の徹底
　 　要精密検査者のいる部署の所属長と連携し、所属長から
　 対象者へ連絡する方法で、年４回の受診勧奨を実施している。

◆ 要医療者への支援
　 　精密検査の結果、医療受診が必要な社員のうち240名が、工場内で診療所として開設している
健康管理室外来（クリニック）で継続受診している。

　 ★精検受診率を、部署ごとに開催される安全衛生委員会で報告することで、工場全体の意識向上がみられた。

◆ 専門医との病診連携と継続支援
　 　定期健診結果で糖尿病要精検者（HbA1c(JDS値)
　 6.1％以上）と肝炎ウイルス検査要精検者については、
全員、健康管理室で診察、もしくは専門医や地域の医
療機関を紹介し、受診状況を調査している。

　 　糖尿病要精検者に対しては、健康管理室にて管理栄
養士による栄養指導を実施。

　 ★対象者は全数介入できており、糖尿病要精検者は数値の改善が見られた。

◆ 受診後措置：精密検査受診率80％
◆ 糖尿病対策：HbA1c（JDS値）6.1％以上者全数介入と改善
◆ 肝 炎 対 策：肝炎ウイルス陽性者全数精密検査受診および要医療者支援
◆ メンタルヘルス対策：全職員ストレスチェック受診と事後指導の徹底
◆ 禁煙対策：工場内完全分煙、喫煙率低下

健康づくりの取り組み

所 在 地　　〒923-0392 小松市符津町ツ23
電　　話　　0761-43-4711
設　　立　　昭和13年5月
業　　種　　建設・鉱山・林業・産業機械等製造業
従業員数　　2,968名（2012年11月現在）

株式会社　小松製作所　粟津工場

【企業の概要】

健康づくり活動の目標

表彰１
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H23 年度の健診等の状況 喫煙対策の
状況がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 85% 定期健診
受診率 100% 建物内分煙

（管理棟部門）乳 100%
子宮 41%

有所見者への
保健指導率 95%

工場内分煙
推進中

（５割実施済）
肺 100%

大腸 100%

・主に健康管理室の産業医と保健
師等により企画、実施している。
・社内の関係部署、各種委員会や
地域の医療機関と連携してい
る。

　ストレスチェックと事後フォローの徹底

　禁煙外来の設置と禁煙パトロールの実施

◆ 全職員へのストレスチェック実施
　 　ストレス対策委員会を設置し、全職員に対してストレスチェックを実施している。

◆ 職場環境改善や個人に対する相談体制の整備
　 　介入が必要な職場には職場環境改善講習会やグループワークを実施し、個人には月に１回の
心理相談日を設け心理相談員による相談を実施している。

　 ★ストレスチェックから職場ごとの総合健康リスクを算出し、ハイリスク職場に対して職場環境改善講習
会を行った。その結果、ほとんどの職場で総合健康リスクが低くなった。

◆ 禁煙パトロールで禁煙呼びかけ
　 　工場の喫煙率が50％を超えており（平成20年）、喫煙率の低下を目
指すため、禁煙外来を開設した。年８回、喫煙所を禁煙パトロールし、
分煙と禁煙の呼びかけを行っている。

　 　現在、管理棟部門は完全分煙、工場内喫煙所は半数が分煙し、喫煙
所の撤去や完全分煙への取り組みを進めている。

　 ★平成23年喫煙率33.9％。禁煙外来を受診した社員から紹介されて、他社員
　 　が受診するなど禁煙外来の受診者が増加した。
　　　（禁煙達成率63.3％）

健康づくり実施体制健診等・喫煙対策の状況

健康管理担当者から一言

｢職域の公衆衛生活動を実践する｣をモットーに、産
業保健活動に勤しんでいます。インフルエンザ予防
接種（約2000人）や、健保組合と連携し健診バスに
よる被扶養者健診も行っています。
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健康診断・二次検診受診勧奨と指導の徹底

　健康づくり行事の実施

◆ 定期健診・がん検診・二次検診受診勧奨
　 　定期健診後、二次検診受診の勧奨を全有所見者へ行ってい
る。40歳以上の希望者には人間ドックの受診を行っている。

　 　有所見率は35.5％となっている。
◆ メタボ予備群には特定保健指導を実施
　 　定期健診結果から、メタボ予備群者に対して特定保健指導を実施している。

　 ★定期健診受診率98％、がん検診受診率100％（30歳以上）を達成している。
　 ★人間ドック希望者は年々増加し、健康意識の向上が見られている。
　 ★特定保健指導を受けた10名のうち９名で改善の効果が見られた。

　毎年、全国労働衛生週間に合わせて、健康づく
り行事を実施している。
　近年では、管理栄養士を講師に招き、メタボ予
備群及び対象者への食事・運動指導を実施した。
　対象者には総務人事課から案内をすることによ
り、ほとんどの人が行事に参加している。

◆ 定期健診・二次検診の受診を徹底することにより、疾病の早期発見・治療につなげる
◆ メンタルヘルス対策の充実により心の健康づくりを実施し、不調者のケアにつなげる
◆ 喫煙場所の指定や時間の限定をし、喫煙率の低下につなげる

所 在 地　　〒924-8558 白山市旭丘1丁目8番地
電　　話　　076-274-0123
設　　立　　昭和36年7月
業　　種　　工作機械製造業
従業員数　　474名（2012年11月現在）

◆ 全国労働衛生週間に合わせて健康づくり行事を実施

【企業の概要】

高松機械工業　株式会社

健康づくりの取り組み

健康づくり活動の目標

表彰2
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H23 年度の健診等の状況 喫煙対策の
状況がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 100% 定期健診
受診率 98%

建物内分煙
乳 100%

子宮 100%
有所見者への
保健指導率 100%肺 100%

大腸 100%

・総務人事部が安全衛生委員会の
開催や健康管理、研修会の企画・
実施をしている。

メンタルヘルス対策の充実

分煙・禁煙の推進

◆ 役職階級や、新入社員、休職者など、対象者別にメンタルヘルス対策を実施
　 　社員を管理職、中堅、一般の3つに分け、対象に合せたメンタルヘルス研修を実施。
　 　新入社員には、入社後早期にメンタルヘルスカウンセリングを実施している。
　 　メンタルヘルス相談窓口を月1回開設して、カウンセラーによる面談や職場復帰支援を実施し
ている。

　 　長時間労働者への声掛けや、希望者には産業医への面談をおこなっている。

　 ★新入社員のメンタル不調について、早期発見・治療に役立っている。
　 ★相談窓口は個人で予約が可能なため、利用しやすく、多く活用されている。

◆ 建物内分煙に向けた取り組み
　 　平成15年に工場・建屋内に計４カ所の喫
　 煙室を設置して完全分煙とし、受動喫煙防
　 止に取り組んでいる。
　 ★以前は食堂が喫煙可能であったが、
　 　喫煙室の設置により、社員全員が気持ちよく食事を取れるようになった。

健康管理担当者からひとこと

心身の安定は仕事を行う上で、非常に重要な役
割を果たしています。
安全衛生活動にて、今まで以上に活気のある企
業を目指します！

健康づくり実施体制健診等・喫煙対策の状況
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労働衛生大会の開催

熱中症予防対策の推進

◆ 協力会社社員を含めた健康づくり事業の実施
　 　健康と労働衛生についての意識向上のため、平成17
年度より年１回、協力会社と合同で、労働衛生大会を
開催している。

　　 医師、健康運動指導士、カウンセラーなどの専門講
師を招いて、健康・衛生管理や健康づくりに関する知
識やアドバイスなどをいただいている。

　毎年5月末に、現場管理者や協力会社の職長等
を対象に、熱中症予防指導員研修を開催している。
熱中症発生は梅雨明けごろから多く発生するた
め、その前に現場の管理者向けに研修を実施し、
注意を促している。

◆ 「安全確保と健康保持はすべてに優先する」を基本とし、業務に関わる全ての人々の協力の下
で安全衛生活動を継続的に取り組むことにより、安全で快適な職場づくりを推進する。

所 在 地　　〒921-8536 金沢市森戸1丁目166番地
電　　話　　076-249-6221
設　　立　　昭和28年3月
業　　種　　総合設備業
従業員数　　167名（2012年11月現在）

◆ 熱中症予防指導員研修の開催

★現場では協力会社の社員と一緒に作業を行うため、自社だ
けでなく、協力会社と合同で開催することにより、現場全
体の意識向上が図られている。

第一電機工業　株式会社

健康づくりの取り組み

健康づくり活動の目標

【企業の概要】

表彰3
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H23 年度の健診等の状況 喫煙対策の
状況がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 100% 定期健診
受診率 100%

建物内禁煙
乳 25%

子宮 50%
有所見者への
保健指導率 71%肺 100%

大腸 100%

・総務部や安全衛生担当が主と
なって活動している。
・安全衛生委員会や協力会社災害
防止協議会と連携をしながら、
年間計画に従って活動を実施し
ている。

◆ チェックシートを利用して自己管理を徹底
　 　熱中症に関する健康状態自己チェックシートや個人水
分等摂取状況チェック表を独自に作成し、日々の現場に
おいて、一人ひとりが熱中症予防に取り組んでいる。

◆ 建屋内禁煙で受動喫煙防止
　 　以前は右写真の休憩室にパーテーションで区切って喫
煙所を設けていたが、受動喫煙を防止するため、屋外に
喫煙所を移設し、建屋内全面禁煙とした。

健康管理担当者から一言

当社は上記取組内容の他に、家族バス旅行やレク
リエーション等も定期的に行っています。
社員のみなさんのカラダと心が健康であり、笑顔
で過ごせる職場環境づくりを目標としています。

★熱中症予防に対する意識が高まり、予防対策を社員それ
ぞれが工夫するとともに、生活習慣の改善も図られた。

★特に女性社員から環境が良くなったと好評であり、今後
も継続したい。

受動喫煙への配慮

健康づくり実施体制健診等・喫煙対策の状況

全面禁煙となった休憩室
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定期健診受診の環境整備と事後フォロー推進

健康推進・メンタルヘルス研修の開催

◆ 定期健診受診の環境整備
　 　人材派遣業でほとんどの社員が別の企業で業務を行っているため、集団での健診受診が困難で
あり、委託健診機関に行って社名を告げることにより、いつでも受診できる環境を整備している。

◆ 有所見者へのフォロー
　 　有所見者は産業医の相談面接を受診することを促している。

　 ★定期健診での有所見率が41.8％（平成19年）から26.8％（平成24年）に低下した。

◆ 労働災害ゼロ　　　◆ 安全衛生教育の徹底　　　◆ 心と体の健康づくり推進

所 在 地　　〒920-0853 金沢市本町1丁目3番29号
電　　話　　076-260-1313
設　　立　　昭和12年1月
業　　種　　人材派遣業
従業員数　　251名（2012年11月現在）

◆ 各種管理者向け研修の実施
　 　安全衛生委員会等で管理者が集まる機会を利用して、
外部講師を招き、健康づくりの推進やメンタルヘルス
に関する管理者研修を実施している。

◆ ＯＪＴ（職場内担当者教育）の実施
　 　資格講習受講者が社内での安全衛生委員会で講師と
なり、未受講者に対して指導を行っている。

★繰り返し研修を行なったり、講師となって指導したりする
ことで、管理者のレベルアップに効果が見られている。

【企業の概要】

株式会社　アレンジ

健康づくりの取り組み

健康づくり活動の目標

表彰4
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H23 年度の健診等の状況 喫煙対策の
状況がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 －　 定期健診
受診率 73%

建物内分煙
乳 －　

子宮 －　
有所見者への
保健指導率 100%肺 73%

大腸 －　

・安全衛生防火防災委員会にて年
間計画を立てて取り組んでいる。
・産業医からの助言や、石川産業
保健推進センターの保健支援事
業の活用について指導しても
らっている。

派遣社員への健康づくり啓発活動

健康教育と禁煙治療のすすめ

◆ 派遣社員への声かけ運動実施
　 　管理者から派遣先に務めている派遣社員へ声かけ運動を実施し、健康づくり研修や、メンタル
ヘルス研修で学んだ知識の伝聞や啓発をしている。また、声かけしたことを記録し安全衛生委員
会にて報告し、活動の「見える化」が定着している。

◆ 給与通知を利用した健康づくりちらしの配布
　 　給与通知に健康づくりに関するちらしを同封し、
　 健康づくりの大切さを啓発している。

◆ 産業医による教育と禁煙外来への受診勧奨
　 　喫煙室を設け、建物内分煙を実施。産業医から
　 たばこに関する健康教育を実施し、希望者には
　 禁煙治療を行っている。

★禁煙意識が向上し、減煙に
　つながっている。

★声かけやちらし配布により、社員全体の健康意識
　の向上がみられた。

健康づくり実施体制健診等・喫煙対策の状況

健康管理担当者から一言

職場で聞いたり、チラシを見たりしたことを家庭で
も話題にして、家族と一緒に健康づくりを考える
きっかけにしてほしい。
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定期健診を活用した疾病予防の推進

◆ 生きがいや働きがいのある職場環境の構築

所 在 地　　〒927-1221 珠洲市宝立町春日野4字117番地
電　　話　　0768-84-2252
設　　立　　昭和59年4月
業　　種　　高齢者福祉
従業員数　　106名（2013年1月現在）

◆ 定期健診受診勧奨の徹底
　 　勤務時間が不規則な中、シフト等を調整して定期健
診、二次検診受診を促している。有所見者等対象者に
は産業医の保健指導を実施している。

◆ 検診項目の検討
　 　衛生管理部と看護部で、健康づくりに関する事業の方向性について検討している。職員の
要望を踏まえて、がん検診等の項目変更を行っている（平成23年乳がん検診、平成24年骨密
度、平成25年大腸がん・Ｃ型肝炎（予定））。

◆ 腰痛対策に研修を実施
　 　健康診断時の自覚症状から、腰痛を訴える職員
が多かったため、機能訓練指導員によるトランス
ファー（移乗法）研修を実施している。

　 　新人・異動職員が入った際にも研修を実施して
いる。

★疾病の早期発見や、健康づくりの自覚の促進に効果があった。

★平成23年度の乳がん検診では女性職員の7割が受診しており、職員の要望が反映されている。

産業医との検討会

健康づくりの取り組み

健康づくり活動の目標

【企業の概要】

社会福祉法人長寿会　特別養護老人ホーム　長寿園表彰5
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H23 年度の健診等の状況 喫煙対策の
状況がん検診受診率 定期健診・保健指導等

胃 24% 定期健診
受診率 100%

建物内分煙
乳 70%

子宮 －　
有所見者への
保健指導率 100%肺 －　

大腸 －　

・衛生管理部と看護部で事業の方
向性の検討をしている。
・産業保健推進センターなど外部
機関に支援・助言をもらってい
る。

◆ 全職員にメンタルヘルスアンケートを実施
　 　全職員にメンタルヘルスに関するアンケートを実
施し、職場環境や健康状態を把握した。内容の確認・
集計を行い、産業保健推進センターの担当者に対策
についてのアドバイスをもらっている。

◆ メンタルヘルス研修会の開催
　 　勤続年数や役職別など対象者に
あった内容での講義や意見交換会を
おこない、職場全体でメンタルヘル
スに関する意識の向上をはかった。

◆ 喫煙室を設置
　 　自動分煙機を設置した喫煙室を設け、建物内分煙を実施している。

健康管理担当者から一言

社員の健康づくりに関して
お年寄りの介護をさせていただく、老人ホームで働
く職員は心身ともに健全でなければなりません。そ
こには、笑顔と労りが生まれてくると信じます。
誰でもができる、健康への第一歩・・・ラジオ体操
の実施。

★職員の表情や気持ちの変化に気づ
く、職場全体の意識の向上を目指し
ている。

★喫煙場所が限られたことで、喫煙本数の減少が見られた職員もいた。

対象者 講義等名

6月 新規採用職員 心のケアとストレス解消について
（意見交換会）

6月 新人職員
（勤続1年未満） 新人職員としての心構え

7月 初任者
（勤続5年未満） 挨拶とコミュニケーションの取り方

8月 中堅職員
（勤続10年未満） コミュニケーションについて

９月 管理者 メンタルヘルスとは

10月 新人職員 メンタルヘルスとは（懇談会）

12月 中堅職員
（勤続10年以上） コミュニケーション研修会

メンタルヘルス研修会の実施

メンタルヘルス対策の充実

建物内分煙の徹底

健康づくり実施体制健診等・喫煙対策の状況
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～喫煙率の減少と禁煙への関心持ってもらうことを目指して～

禁煙につなげる健康教育

健康課題

社員の喫煙率37.2％
（男性55.2％、女性4.4％（平成22年9月健康診断結果より））
男性社員の喫煙率が高く、平成21年度から支援しているが、禁煙に関心のない
喫煙者へのアプローチが難しい。

目 標 と
したこと

たばこの害に対する正しい知識を持ち、禁煙できる。
　①禁煙に関心がある人が禁煙できる。
　②禁煙に関心のない人の半数に関心を持ってもらう。

健康づくりの課題と目標

保健福祉センターの支援内容

支援内容の要望

取り組みの内容

◇ 禁煙に関心のない喫煙者へのアプローチが難しく、喫煙者を対象にたばこの話とスモーカライ
ザーを使った測定をして欲しい。

◇ たばこに関する意識調査と健康教育の実施

　　喫煙者を対象に、たばこについての正しい知識をもってもらうため、健康教育を計画した。対
象者に事前アンケートを実施し、その結果をもとに教育内容を検討する。
　　また、健康教育直後と３か月後にアンケートを実施し、その結果について事業所に還元する。

◇ たばこに関する健康教育
　　①報告　事前アンケートのまとめ
　　②講話　たばこの害について
　　③体験　呼気一酸化炭素濃度の測定
　　　　　　（スモーカライザーを用いて）
　　④講話　禁煙に向けて
　　⑤事後アンケートの実施

　講話だけでなく、呼気一酸化炭素濃度測定やニコチン依存度テストを行い、自分自身の状況を認
識してもらえるように工夫した。

支援1
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★事前アンケートでは約半数が「禁煙に関心がない」と答えていたが、事後アンケートでは1名が「す
ぐに禁煙したい」、その他全員が「禁煙に関心があるがすぐ実行したいとは思わない」と答えてお
り、禁煙に関心を持った方が増加した。
★健康教育3か月後のアンケートでは、禁煙に挑戦したが継続できなかった方が2名おり、禁煙に
挑戦したい人に対し継続的な支援をしていきたい。

県保健福祉センターからのメッセージ

禁煙を継続することは難しいですが、自分自身や家
族のために、禁煙にチャレンジしてみませんか？
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～健康診断結果の見方と生活習慣改善～

生活習慣病予防のための健康教育

健康課題 従業員の3割が腹囲（BMI）で基準値以上であり、今後メタボリックシンドローム
へ移行する可能性がある。

目 標 と
したこと

健康診断から自分自身の身体の状況を理解し、生活習慣の改善に取り組むように
なる。

健康づくりの課題と目標

保健福祉センターの支援内容

支援内容の要望

取り組みの内容

◇ 現在の課題の確認と健康教育の実施

　　今年度の事業所の健康診断結果をもらい集計を行った。現在の健康課題を把握できるようにした。
　　従業員のほとんどが事業所所在地の市民であることから、市の保健師が健康診断結果の見方に
ついて講師をした。

◇ 健康診断の結果の見方と、そこで分かる異常値などの改善の仕方を教えてほしい。

　　平成22年度は健康づくりについて、平成23年度には運動、食事について支援を行った事業所
であり、今回は検診結果の見方を中心に社員教育をしたいとの要望があった。

◇ 健康診断結果の見方について健康教育の実施
　　①今年度の社員の健康診断結果について
　　②健康診断の見方や、生活習慣改善について
　　③事後アンケートの実施

　社員の健康診断結果を取りまとめ、事業所内で
有所見者が多い項目（腹囲、ＬＤＬコレステロー
ル）について特に丁寧に教育を行った。

支援2
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★講話内容について、受講したすべての従業員が「参考になった」、「まあまあ参考になった」と回答
し、約8割の従業員が今回の講話の内容を「活用できそう」と回答した。従業員の意識づけに効果
があったと思われる。

県保健福祉センターからのメッセージ

生活習慣病は、生活習慣を改善することで予防でき
ます。健診結果や生活習慣を見直してみませんか？

◇ 事後アンケートの実施

＜活用できそうなこと＞

・LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙを下げる食べ物
・ごはんや肉より野菜を先に食べる
・運動で病気を予防できることが分かった
ので心掛けたい
・飲食物の成分表のチェック
・無意識な食生活から意識的な食生活へ実
行する
・食べ過ぎないように注意し運動する
・飲食物の選び方

＜健康教育を受けての感想＞

・食べるものに気をつけて食事していこう
と思ったし、日頃から体を気にしながら
生活をしていこうと思った
・講習で聞いたことを日常生活で生かして
いきたい
・ポイントごとに分かり易くゆっくりと説
明してくれたのでおもしろかった
・知識は持っていたが本日の講習でよく理
解できた
・グラフ等の映像があり、分かりやすかった
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メンタルヘルス対策の健康教育

健康課題
要 望 等

①職業柄悲惨な光景を目の当たりにすることもあり、PTSDになる危険性がある。
メンタルヘルス対策について話を聞きたい。
②20～ 50代の男性で、半数が単身者、不規則な生活。健康づくりについての
話が聞きたい。

講 座 の
主な内容

①メンタルヘルス講座
　　・こころの健康とは
　　・ストレスの要因
　　・うつ病、睡眠障害、アルコール依存症、心的外傷後ストレス障害
②働き盛りの健康づくり
　　・食生活、メタボリックシンドローム予防
　　・運動、禁煙、適正飲酒
　　・健康診断の必要性

効　　 果

・メンタルヘルスについての正しい知識を持つことで、今後の自分自身や周囲の
変化に気づき、適切に対応していくことができる。
・自分自身の生活習慣を振り返り、不規則な勤務状況の中でも、各自が健康な生
活習慣のためにできることがないか、考えるよい機会になった。

健康づくりの課題と講座の主な内容

支援3
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身体活動を増やすための健康教育

健康課題
要 望 等

①8割程度が女性で、40歳代が多い。
②運動習慣のある人はほとんどいない。

講 座 の
主な内容

①講義：身体活動強度を増やす方法について
　　・メタボリックシンドロームとは
　　・エネルギー消費量を増やす
　　・運動の効果
　　・健康ポイントとは（いしかわ健康バランスガイドより）
②実践：ながらエクササイズ、簡単にできる筋トレ方法
　　・座ってできるエクササイズ
　　・歩くときのポイント
③事後アンケート

効　　 果

・講義を受けた職員 100人のうち、94％の方が「参考になった」、「まあまあ参
考になった」と回答した。
・ながらエクササイズについて活用できそうという声が多かった。
・自分自身の生活習慣を振り返り、改善に向けて考える機会になった。

健康づくりの課題と講座の主な内容

支援4
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高齢労働者に対する健康管理講座

健康課題
要 望 等

①	定期健診で有所見率が県(50.3%)や全国(52.7%)と比較して、59.2％と多い。
(平成23年度）
②	管内が超高齢化地域であり、高齢労働者による事故率も高い。労働者の健康保
持増進の重要性を事業主が理解することが重要。
③	がん検診受診の必要性を知ってほしい。

講 座 の
主な内容

他関係機関と合同で、労働安全・健康づくりの講座を開催。

①講義：高年齢労働者の就労上の配慮について
②講義：生活習慣病予防のためにできること（保健福祉センター支援）
　・定期健康診断の重要性
　・がん検診受診の必要性
③講義・実践：健康運動指導（健康運動指導士）
④高齢者及び働く人に必要な資料紹介

効　　 果 ・関係機関と合同で講座を行うことで、事業主の集まる機会に労働者の健康づく
りの重要性について伝えることができ、地域の事業者全体の意識が高まった。

健康づくりの課題と講座の主な内容

支援5
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企業における健康づくり推進事業　企業への支援状況
 石川県では、支援１～３に掲載したものを含め、次のような様々なテーマで、企業の方々の健康
づくりの取り組みをお手伝いしています。

支援機関 支援企業等 テーマ・支援内容

南加賀
保健福祉センター 株式会社オンワード技研 健康講座：健診結果の見方

石川中央
保健福祉センター

ホクショー株式会社 健康講座（講師紹介）：
　野菜と健康 ～野菜の機能性成分と調理法～

石川県安全運転管理者協
議会連合会

健康講座：メタボリックシンドローム予防と
　　　　　従業員の健康管理

能登中部
保健福祉センター

EIZO エムエス株式会社　
　七尾工場
　羽咋工場

健康講座：身体活動を増やす方法について
健康講座：適切な食事のとり方
　　　　　～生活習慣予防のために～

北陸電力株式会社
七尾支社

健康講座：食生活と健康
　　　　　～生活習慣病予防のために～

北陸 KTC ツール株式会社 健康講座：健診結果の見方
　　　　　生活習慣改善について

丸井織物株式会社 健康講座：たばこ・禁煙支援

七尾海上保安部 健康講座：メンタルヘルス
　　　　　働き盛りの健康づくり

能登北部
保健福祉センター

石川サンケン株式会社
内浦工場 健康講座：職場における健康保持増進対策

穴水労働基準監督署管内
事業所 健康講座：生活習慣病の予防について

県庁健康推進課 株式会社アレンジ 健康講座：健診結果を利用した健康づくり
　　　　　自己健康チェック表の提案

働く世代の健康づくりを推進するため、企業へ
の支援をいたします。保健師や管理栄養士が職
場に合せたメニューをご提案し、ご要望に合わ
せて支援いたします。
詳しい内容については22ページをご確認の上、
お気軽にご相談ください！
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「いしかわ健康フロンティア戦略2013」推進のための主な取り組み

運動器症候群 (ロコモティブシンドローム※) 予防事業
～50代からの足腰強化推進事業～

もっと野菜プロジェクト (MYP350)
　青壮年期の野菜摂取量が少ないことから、県では企業等と連携し、「もっと野菜教室」や社員
食堂での普及啓発等を実施します。

　要介護原因の上位を占める骨・関節疾患を予防するため、患者が急増する 50歳代から予防に
取り組むことが重要です。
　県では、ロコモ予防のための運動を普及するため、インストラクターを派遣します。

※ロコモティブシンドローム (略称 : ロコモ )とは、運動器の障害のために自立度が低下し、介護が必要となる危険性が高い状態

【問合先】県健康推進課または最寄りの保健福祉センター
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